
地域文化倶楽部（仮称）創設支援事業

設立年 1989年

○本事業による成果

成果報告書

株式会社オフィス ワン・ツー

・専門分野の講師を学校等に派遣することで、学校や教員の負担を軽減する。
・中学生・高校生に講師の指導を受ける機会を提供し、地域の新たな受け皿とな
る。
・現役プロ講師・俳優による、質の高い指導を実践的、継続的に行う。

・部活動顧問の時間的・精神的な負担を軽減したい、又、演劇部がない、又は人数
が少ないために活動が制限される中高生に機会を与えたいという思いから。
・現役のプロの演出家を派遣し、現在実際に行われている練習法や理論を体験して
もらう機会を提供したいと考えたため。

シュタイナー学園、井草高校、小山台高校Studio Dance Visions

A．学校に講師を派遣する活動：学校に講師を派遣し、部活動、学校における中高
生に対する演技・演劇指導（1回2～4時間、3校で全19回）
B．地域の中高生に演劇レッスンの場を設ける活動：中高生が無料で通える演劇教
室の開催し、演技・演劇指導（月3回程度、土曜日4時間、全27回）

・演劇部が盛んでない、又は、演劇部のない学校の生徒の受け皿になることができた。（昨年度7名、今年度
13名）

・参加者アンケートより「モチベーションや技術の維持・向上ができた」「部活で使えるエチュードを学べてよ
かった」「色々な台本を経験できたのも良かった」「ちゃんと発声できるようになった」「演技経験がゼロの私でも
楽しかった」
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団体・組織等の連携

東京都杉並区

・基礎練習による参加者の演技力の向上と自信の獲得、脚本・演出面の実践的な指導による作品の質の向
上。

・参加者の所属する演劇部が都大会に出場、地区大会で奨励賞、部員の増加（6名→10名）。
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○児童・生徒への指導に関する工夫

○運営上の工夫

○継続的な運営に関する課題・展望

○令和５年度からの学校部活動の段階的な地域移行に関する方針・提案

・検討運営会議で有識者の視点から意見を聞くことで、講師が企画の重要性をより深く認識することができ
た。

また、費用を抑えるためには、活動場所を公共の施設にすることも考えられるが、土曜日・日曜日の利用率が
高く、確保が困難と言う現状である。

・杉並区教育委員会の協力により昨年度に比べて今年度は中学生の参加者が増加し、周知には信頼できる
発信元が重要であると感じた。特に、中高生の部活動の受け皿になる活動には、自治体や学校の協力が重
要と考える。

・「部活動の代わりとなるもの」という点で、「中高生なら誰でも無料で参加できる」という形態で行うことに意義
を感じ、参加費は徴収せず運営してきた。今後の継続には、自治体等の補助金制度や民間の基金等の活用
が必須となる。

・講師間で毎回実施報告書を共有し、参加者の状況を把握しながら進行した。

・中高生への指導経験もあるプロの演出家を講師として複数名配置し、様々な練習法や視点を紹介した。

・演劇鑑賞・DVD鑑賞で現代劇に触れる機会を提供し、多様な考え方・生き方・人物像を提示した。

・講師アシスタントは専門学校や大学で学んだ若手俳優を起用し、参加者に次のステップを考える環境を提供
した。

・講師を複数名確保することによって、各学校の希望に合わせて派遣することができた。

・Bについては、当団体の事務所のすぐ近くに活動場所を確保し、台本の印刷、椅子等の道具の運搬を容易
にした。

・教員の見学を可とし、指導法を学ぶ機会を提供した。保護者の見学を可とし、安心感を与える環境を作っ
た。

・参加者・指導者・学校関係者の満足度は高く、「プロの演出家を講師として派遣する」「中高生が無料で参加
できる演劇教室」のニーズはある程度あると実感した。今後、小規模の活動でも数を増やすことで地域差をな
くすような企画にも焦点を当て、音楽の分野に限定しない芸術活動全般に対する幅広い補助金・助成金の設
置を検討していただけたらと思う。

・検討・運営会議では、有識者から「芸術活動は人格形成にかかわるものであり、特に演劇的手法は、中高生
に自己の多様性に気づく機会を提供できる」というコメントがありました。しかし、演劇の手法の有用性や演劇
自体が浸透していないという現状がある。今後、高校生の演劇鑑賞、その他芸術作品に触れる機会を増やす
ような事業も検討していただけたらと思う。

・今年度は、東京都高校演劇連盟と杉並区教育委員会、また、前年度の見学者・参加者の協力で事業への
参加人数が大幅に増加した。継続することが周知と参加者の増加を促し、より良い企画への改善点の発見に
繋がると考える。

今年度の参加者と指導者は継続を希望しているが、次年度は演劇分野での募集はないとのことで、資金面、
また、文化庁の主催であるという学校・保護者からの安心感・信頼がなくなるという点で、継続は困難と考えて
いる。



○令和４年度　取組状況等

学校名

A．シュタイナー学園、井草高校、小山台高校
B．立川国際高校中等教育学校、高井戸中学校、東京都立総合芸術高校
ほか

募集方法

東京都高校演劇連盟から加盟校の先生にメールで案内を送付、無料の
ホームページを作成、当団体・関連団体の公演にチラシ折り込み、当団体
のホームページ・メールマガジンに記載、杉並区の教育員会から杉並区内
のすべての中学校に案内を送付

指導者

人数等
実演家4名

募集方法

前年度事業の講師を継続して採用

参加者

人数等

A．学校に講師を派遣する活動：中学生8名、高校生5名
B．地域の中高生に演劇レッスンの場を設ける活動：中学生34名、高校生
70名

参加者の移動手段
公共交通機関

活動費用

指導者謝金等
講師謝金　4,600円/時間、　講師アシスタント謝金　3,000円/時間
交通費（東京都外のみ）　約2,000円/回（実費）

その他

会場借上料　6,300円/回、　課外レッスン費（観劇費）　3,000円/回
コーディネーター・アシスタントコーディネーター　1,050円/時間

無し

その他

無し（すべて助成金にて賄う）

スケジュール

基本活動

A．各学校の予定に合わせて調整

B．令和4年5月～令和5年2月、月2～4回、13:30～17:30
　　基本的に土曜日（日曜日と祝日に1回ずつ有）

年間

A．5月2回、6月2回、7月1回、8月5回、9月2回、10月1回、12月1回、1月2
回、2月3回

B．5月2回、6月2回、7月1回、9月3回、10月4回、11月3回、12月2回、
1月6回（冬休み特別レッスン3回含む）、2月4回

活動財源

保険加入等
無し

会費
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